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１. 内視鏡的治療：Endoscopic mucosal resection 
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要な役割を果たしている VEGF (vascular endothelial 
















となった．また，近々 EGFR (epidermal growth factor 
receptor）に対する抗体である Cetuximab (Erbitax）
























































































（CTAP）による staging を行った上で，RFA に先行



































































































segmental TACE が標準治療となっている．当院では 
DSA と CT（IVRﾝCT）を組み合わせた CT-angio 
system を用い，動注 CT（CTHA）・門脈 CT（CTAP）




















at risk 233 190 143 94 45 18



























































（low dose FP)19)あるいは②IFN 併用５ﾝFU（FU 
arterial infusion and interferon therapy；FAIT)20)の
いずれかが多い．



















































































では積極的に metallic stent を用い内瘻化後，患者の 
QOL を保ったまま化学療法を行っている（図６）．
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